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１ 概要
徳島県は以下のような現状に問題意識を持っている

・「交通安全・交通マナーに悩む住民が多い都道府県ランキング
１位」

・「自分の住む都道府県の交通マナーが悪いと感じる住民が多
い都道府県２位」

・全国の死亡事故の４５％は交差点で起こっている

→徳島県においては５８％にのぼる



２ 背景・先行事例









３ 検証方法・検証結果
＜検証方法＞

・７月２６日㈪から８月１日㈰までの１週間、

１７:００から１７：１５の１５分間、観測を行った。

・信号無視を「黄信号または赤信号で発進すること、また青信号に
変わる前に発進すること」と定義する。

・各自動画を撮影、総交通量と信号無視車両数を計測、その割合
を日ごとに出した。



＊夏休み中の調査であるため、帰省してきた県外の車両も含まれている
可能性がある。
→７月末の調査であること、新型コロナウイルス感染症の関連で県外から

の帰省者が減っていたことを加味し、得られたデータはすべて県内在住
のドライバーのデータであると仮定して、観測・考察した。

＊７月、８月の事故発生件数は他の月と大差はない



＜元町交差点での観測＞

・平日の交通量が多い

・違反率は月曜日が最も多く、金
曜日に向けて下がり、土曜日と日
曜日も大きくは下がらなかった

・信号無視車両は他の２か所と比
べて多く、元町交差点で事故が多
発する原因の１つは信号無視であ
ると考えられる



＜撫養町斉田交差点での観測＞

・近くに駅があり、住宅は少なく、飲食店や
公共施設があるため休日のほうが交通量が
多いのではないかと予想していた
→平日のほうが若干多いという結果だった

・違反率は月曜日が高く、火曜日から金曜
日に掛けては低く、日曜日に跳ね上がって
いる

・交通量と危険運転車数の関係を見ると、最
も危険運転率の高い日曜日が、最も交通量
が少ない曜日であった



＜藍住キョーエイ笠木店前交差点での観測＞

・１番交通量が多い

・信号無視車両の割合は元町交差点よりは低
いが、撫養町斉田交差点より高い

・違反率は他の２か所に比べて変化が少なく、
最も少ないのが月曜日で木曜日、土曜日、日曜
日が多かった



＜検証結果＞
・信号無視の割合は毎日１％以上、多い時には１０％近くにのぼる

・総交通量の平均が最も多いのは藍住キョーエイ笠木店前交差点、
最も少ないのは撫養町斉田交差点であった
・信号無視車両の割合が最も大きいのは元町交差点、
最も小さいのは撫養町斉田交差点であった

↓
日ごとに見ると、撫養町斉田交差点は、８月１日の元町交差点、
７月２６日と８月１日の藍住キョーエイ笠木店前交差点の数値に比べて
信号無視車両の割合が多い



・３か所で共通して、黄信号になった直後に徐行を始める車はほとんど見
られず、交通量が少ないときや、1台のみで後続車がいない場合も信号無
視は見られた

・県警のデータによると交通事故発生件数は火曜日と金曜日が多く、死者
が発生する事故は土曜日が多い
→この１週間の調査では明らかな関連性や、阿波の黄走りは確認できな
かった



道路交通調査 総自動車数



道路交通調査 総自動車数に占める信号無視車両数の割合



４ 考察・提言
＜考察＞

日ごとに見ると、総交通量と信号無視車両数の関連性は少し見られた

→黄信号のときにやってくる車両数が少なかっただけのときがあった

データの取り方にもう少し工夫が必要

交通量が少ないときや、やってくる車が１台のみで後続車がいない場合でも信
号無視は見られた

→県内在住のドライバーには信号無視に違反意識を強く感じていない人もいる
ことが推測できる



＜提言＞
徳島県として、小中学生が作成する
交通安全ポスターの利用

例：阿南町で行われていたポスター
利用
→通学路や商店街などに貼ることで
多くの人の目に触れる


